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●試験職種 
一般事務 
（市長部局等に勤務し、一般事務に従事します） 

●試験区分・採用予定人員 
大学卒業程度／3人程度、高等学校卒業程度／2人程度 

●受験資格　 
大学卒業程度 
・昭和54年４月２日から昭和62年４月１日までに生まれた人 
・昭和62年４月２日以降に生まれた人で学校教育法による大学（短期大学を
除く）を卒業または平成21年３月末日までに卒業見込みの人 

高等学校卒業程度 
・昭和62年４月２日から平成３年４月１日までに生まれた人（ただし、学校
教育法による大学（短期大学を除く）を卒業または平成21年３月末日まで
に卒業見込みの人は受験できません） 

※両試験区分ともに地方公務員法に定める欠格事項に該当する人は受験でき
ません。 

●試験の期日など　 
第1次試験／と　き　9月21日（日）午前８時30分～ 

ところ　熊本県立翔陽高等学校 
第2次試験／と　き　10月下旬予定 

ところ　合志市役所 
●受付期間 
7月28日（月）̃８月15日（金） 土曜・日曜日は除く 
受付時間は午前8時30分～午後5時15分 

※詳細な試験実施要領と申込用紙は、合志庁舎市長公室、西合志庁舎総合窓
口、泉ヶ丘支所・須屋支所に用意しています。（７月16日（水）からの配布
となります。また、市ホームページにも掲載します。） 

●問い合わせ先 
市長公室 秘書人事班（合志庁舎）�248―1028

合志市職員採用試験 
平成20年度 

一 般 質 問  一 般 質 問  一 般 質 問  一 般 質 問  

松
井
美
津
子
 
議
員
 

吉
永
　
健
司
 
議
員
 

吉
永
　
２０
年
度
合
志
市
職
員
採
用
試
験
に

あ
る
大
卒
程
度
と
は
専
門
性
を
重
視
し
た

も
の
か
。
現
職
の
大
卒
者
の
待
遇
は
。
職

員
の
や
る
気
の
出
る
よ
う
な
取
り
組
み
や

個
々
の
知
識
を
埋
も
れ
さ
せ
ず
引
き
出
す

べ
き
。
一
般
事
務
と
技
能
職
の
給
料
表
の

違
い
は
。
職
員
給
料
に
は
グ
レ
ー
な
部
分

が
あ
る
の
で
は
。
 

　
国
籍
条
項
撤
廃
の
理
由
と
論
議
は
な
さ

れ
た
か
。
役
所
に
は
多
く
の
情
報
が
あ
る
。

犯
罪
や
漏
洩
が
起
き
た
場
合
ど
う
す
る
の

か
。
犯
罪
人
引
き
渡
し
条
約
の
締
結
が
な

さ
れ
て
い
る
国
は
２
ヵ
国
し
か
な
く
逮
捕

す
る
こ
と
す
ら
出
来
な
い
。
誰
が
ど
う
責

任
を
と
る
の
か
。
公
の
職
を
希
望
す
る
者

に
日
本
国
籍
取
得
を
拒
む
必
要
は
な
い
。

合
志
市
は
定
住
拠
点
都
市
を
謳
い
、
そ
の

地
元
雇
用
の
最
優
良
企
業
が
役
所
で
あ
る
。

景
気
低
迷
の
時
こ
そ
足
下
を
捉
え
重
要
な

雇
用
の
場
で
あ
り
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は

困
る
。
個
人
的
な
考
え
で
す
む
事
は
な
い
。

深
い
論
議
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

総
務
企
画
部
長
　
一
般
的
な
事
務
で
あ
る
。

特
に
考
え
て
い
な
い
。
 

市
長
　
従
来
は
行
２
表
、
独
自
給
料
表
だ

っ
た
が
現
在
は
全
員
行
１
表
を
使
っ
て
い

る
。
国
籍
条
項
は
憲
法
に
も
、
地
公
法
に

も
謳
っ
て
い
な
い
。
人
事
、
三
役
で
協
議

し
意
見
は
あ
っ
た
が
市
長
決
裁
で
行
っ
た
。

引
き
渡
し
条
約
を
結
ん
で
い
な
い
と
困
る

事
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
職
員
採
用

の
大
き
な
要
素
に
は
な
ら
な
い
。
人
事
評

価
制
度
が
あ
り
不
始
末
が
あ
れ
ば
免
職
や

減
給
が
あ
る
。
地
方
自
治
体
に
お
け
る
公

権
力
の
行
使
は
だ
ん
だ
ん
薄
れ
て
き
て
い

る
の
で
条
件
に
す
る
必
要
は
な
い
。
次
代

の
流
れ
と
し
て
は
地
域
制
限
を
す
る
状
況

で
は
な
い
。
 

濱
元
幸
一
郎
 
議
員
 

丸
内
三
千
代
 
議
員
 

災
害
対
策
に
つ
い
て
 

教
育
行
政
に
つ
い
て
 

自
主
防
災
組
織
の
推
進
に
つ
い
て
 

消
費
者
行
政
に
つ
い
て
 

合
志
市
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
 

つ
い
て
 

避難所の案内標識 

松
井
　
Ｈ
ｉ
ｂ
ワ
ク
チ
ン
が
予
防
接
種
法

の
対
象
に
す
べ
き
か
検
討
中
で
す
が
、
市

と
し
て
の
公
的
助
成
を
考
え
て
は
 

健
康
福
祉
部
長
　
国
や
県
の
動
向
に
注
視

し
、
情
報
を
収
集
し
て
ま
い
り
た
い
。
 

松
井
　
医
療
費
の
抑
制
に
つ
い
て
新
薬
と

同
じ
成
分
効
能
で
値
段
が
安
い
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
、
取
組
が
大
事
だ
が
、

現
状
と
啓
発
、
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
 

健
康
福
祉
部
長
　
本
市
で
も
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
を
市
内
の
医
療
機
関
で
、
８６
％

市
外
で
も
５５
％
が
、
使
用
し
て
い
る
。
嘱

託
医
等
を
通
じ
て
啓
発
し
て
い
る
 

  松
井
　
災
害
に
対
処
す
る
力
を
も
っ
て
い

な
い
要
援
護
者
に
た
い
し
て
、
福
祉
避
難

所
を
設
置
し
て
は
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
 

健
康
福
祉
部
長
　
災
害
発
生
時
に
は
、
福

祉
避
難
所
の
設
置
が
、
必
要
で
災
害
時
要

援
護
者
支
援
計
画
の
検
討
の
中
で
、
場
所

の
選
定
を
し
、
介
護
保
険
施
設
等
の
活
用

も
検
討
し
ま
す
。
 

松
井
　
わ
か
り
や
す
い
避
難
誘
導
標
識
に

つ
い
て
伺
う
。
 

総
務
企
画
部
長
　
２２
か
所
の
防
災
マ
ッ
プ

の
未
整
備
の
と
こ
ろ
も
、
見
や
す
い
形
で

の
標
識
を
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
 

   松
井
　
市
民
の
皆
様
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
税
金
の
コ
ン
ビ
ニ

納
税
に
つ
い
て
伺
う
。
 

市
民
部
長
　
納
税
者
の
利
便
に
つ
い
て
考

え
る
べ
き
だ
が
、
費
用
対
効
果
を
考
え
で

き
な
い
。
 

松
井
　
原
油
高
の
お
り
、
公
用
車
の
一
括

管
理
で
、
経
費
削
減
し
て
は
、
 

総
務
企
画
部
長
　
５
年
後
に
１
割
減
少
さ

せ
る
こ
と
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
る
 

松
井
　
市
の
財
源
確
保
の
た
め
に
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
事
業
に
つ
い
て
 

総
務
企
画
部
長
　
本
市
の
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
、

ユ
ー
パ
レ
ス
弁
天
の
施
設
を
検
討
す
る
。
 

 濱
元
　
生
活
保
護
は
憲
法
２５
条
、
生
活
保

護
法
に
基
づ
い
て
国
民
誰
も
が
権
利
と
し

て
最
低
生
活
の
保
障
を
請
求
で
き
る
権
利

で
あ
る
。
本
市
に
お
け
る
生
活
保
護
の
現

状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
 

健
康
福
祉
部
長
　
１９
年
度
末
の
状
況
で
は

保
護
世
帯
は
９４
世
帯
、
保
護
率
は
２
・
４

％
、
同
時
期
の
県
の
保
護
率
は
９
・
２
７

％
で
あ
る
。
 

濱
元
　
ど
れ
だ
け
の
人
が
相
談
に
来
て
、

申
請
さ
れ
た
の
は
何
件
か
。
 

健
康
福
祉
部
長
　
１９
年
度
の
相
談
件
数
は

７３
件
。
生
活
保
護
の
申
請
が
２３
件
。
そ
の

中
で
保
護
の
開
始
が
１９
件
で
あ
る
。
 

濱
元
　
申
請
率
に
し
て
３１
％
。
５０
件
の
方
々

は
ど
う
し
て
申
請
で
き
な
か
っ
た
の
か
。
 

健
康
福
祉
部
長
　
生
活
保
護
の
前
に
他
法
、

他
施
策
が
優
先
と
い
う
こ
と
で
、
児
童
扶

養
手
当
等
の
申
請
が
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
助
言
し
て
い
る
。
 

濱
元
　
生
活
保
護
法
で
は
保
護
の
相
談
が

あ
れ
ば
申
請
を
受
け
付
け
て
か
ら
審
査
を

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
申
請
は
無
条

件
に
受
け
付
け
る
べ
き
だ
。
相
談
に
来
た

人
で
生
活
保
護
の
申
請
が
出
来
な
か
っ
た

人
の
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
は
。
 

健
康
福
祉
部
長
　
他
の
課
の
所
管
業
務
で

あ
れ
ば
担
当
課
に
つ
な
い
で
い
る
。
そ
の

後
に
つ
い
て
は
他
の
課
の
こ
と
な
の
で
フ

ォ
ロ
ー
は
や
っ
て
い
な
い
。
 

  濱
元
　
６
月
議
会
で
教
育
長
は
「
地
産
地

消
の
取
り
組
み
な
ど
全
国
の
例
も
調
べ
て

検
討
し
た
か
」
の
問
い
に
「
調
べ
て
結
論

を
出
し
た
」
と
答
弁
し
た
が
違
っ
た
。
市

民
に
謝
罪
を
。
 

教
育
長
　
１
年
間
か
け
て
給
食
問
題
に
つ

い
て
真
剣
に
考
え
て
結
論
を
出
し
た
。
 

濱
元
　
市
長
は
今
で
も
答
申
を
尊
重
す
る

と
考
え
て
い
る
か
。
 

市
長
　
尊
重
し
た
い
。
 

丸
内
　
合
併
に
よ
り
自
治
体
の
規
模
が
拡

大
し
た
事
を
う
け
、
市
民
の
声
を
き
め
細

か
く
反
映
さ
せ
る
た
め
町
内
会
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
組
織
の
活
性
化
が
必
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
区
長
連
絡
協
議
会
で
の
先
進
地

研
修
で
自
治
会
加
入
に
つ
い
て
も
研
修
さ

れ
た
よ
う
で
す
が
。
 

総
務
企
画
部
長
　
宮
崎
市
を
研
修
い
た
し

ま
し
た
。
内
容
は
、
住
民
に
自
治
会
の
必

要
性
を
説
明
し
な
が
ら
、
加
入
促
進
の
た

め
の
手
引
書
を
作
成
さ
れ
て
未
加
入
世
帯

を
訪
問
し
て
お
ら
れ
た
。
 

丸
内
　
自
治
会
の
役
割
は
防
災
だ
け
で
は

な
い
、
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
地
域
協

働
団
体
で
あ
る
と
思
う
。
 

　
行
政
と
自
治
会
が
協
力
し
た
加
入
対
策

が
大
切
で
あ
る
。
 

市
長
　
今
後
と
も
自
治
会
組
織
の
加
入
率

ア
ッ
プ
の
強
化
等
考
え
て
い
き
た
い
。
 

丸
内
　
市
の
総
合
計
画
で
は
、
２２
年
度
ま

で
に
２５
・
３
％
の
２０
区
の
組
織
達
成
と
明

示
し
て
あ
る
。
１０
月
１９
日
の
防
災
訓
練
を

機
に
自
主
防
災
組
織
の
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
と
思
う
。
ま
た
、
支
援
策
等
は
あ
る
か
。
 

総
務
企
画
部
長
　
組
織
づ
く
り
、
規
約
の

制
定
や
活
動
内
容
の
検
討
な
ど
助
言
し
て

い
く
。
１
団
体
年
４
万
円
の
補
助
が
あ
る
。
 

  丸
内
　
６
月
に
は
振
り
込
め
詐
欺
事
件
が

起
き
て
お
り
相
談
等
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ

た
そ
う
で
す
が
。
 

総
務
企
画
部
長
　
コ
ン
ビ
ニ
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
振

り
込
め
詐
欺
５０
万
円
の
被
害
事
件
等
も
発

生
し
た
。
直
ち
に
市
民
に
注
意
を
呼
び
か

け
た
と
こ
ろ
で
す
。
 

丸
内
　
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
る
中
、

相
談
の
一
元
化
の
窓
口
、
専
用
の
電
話
番

号
の
設
置
、
相
談
場
所
の
設
置
、
専
門
相

談
員
の
配
置
な
ど
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
 

市
長
　
提
案
を
含
め
て
消
費
者
行
政
を
再

構
築
を
す
る
考
え
で
取
り
組
み
ま
す
。
 

 


